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　「
中
野
高
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」
は
、
須
高
以
北
で
は
唯

一
の
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

２
０
０
７
年
の
結
成
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
で
80
回
ほ
ど
演
奏
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
、
結
成
の
き
っ
か
け
や

活
動
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

野
高
校
と
中
野
実
業
高
校
が
統

合
す
る
際
「
中
野
高
校
」
と
し

て
は
最
後
と
な
る
記
念
式
典
で

演
奏
し
て
ほ
し
い
と
、
同
窓
会
か
ら
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｏ
B
・
Ｏ
Ｇ
に
声
が
掛
か
っ

た
も
の
の
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
や
家
庭
に
忙

し
く
、
卒
業
し
て
か
ら
楽
器
を
手
に
し
て
い

な
い
人
が
大
半
。「
も
う
弾
け
な
い
だ
ろ
う

け
ど
、
み
ん
な
に
会
う
だ
け
で
も
」
と
、
し

ま
い
こ
ん
で
あ
っ
た
楽
器
を
持
っ
て
集
ま
り

ま
し
た
。
学
年
も
違
い
、
お
互
い
に
面
識
が

な
い
メ
ン
バ
ー
も
多
か
っ
た
中
、
合
わ
せ
た

曲
目
は
、
入
部
し
た
１
年
生
が
必
ず
最
初
に

練
習
す
る
曲
『
草
原
』。
み
ん
な
が
知
っ
て

い
る
こ
の
曲
の
演
奏
を
通
じ
て
、
共
通
の
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ

か
け
で
「
ま
た
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
式
典

に
向
け
て
会
を
結
成
。
そ
こ
か
ら
現
在
も
活

動
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
50

年
代
に
ク
ラ
ブ
に
在
籍
し
た
世
代
が
中
心
。

こ
の
頃
の
中
野
高
校
で
は
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド

リ
ン
が
非
常
に
盛
ん
で
、
70
人
の
部
員
が
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
、
大
阪
で
開

中

１_ 顧問の丸
ま る や ま

山哲
て つ や

矢先生。現在
は 11 月 11 日㈰に開催される、
えびす講での演奏会「10 周年記
念コンサート」に向け練習中。
２_ 練習風景。会場は優しい音
色に包まれる。

１

２

中野高校ギター・マンドリンクラブＯＢ・ＯＧ会
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催
さ
れ
る
「
全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
出
場

の
常
連
で
、日
本
一
で
あ
る
「
最
優
秀
賞
」

に
輝
い
た
強
豪
校
で
し
た
。

　
当
時
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
賞
を
取

る
と
い
う
責
任
感
で
、
演
奏
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
音
楽

を
楽
し
む
こ
と
、
聴
く
人
の
立
場
に
な
っ

て
演
奏
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
き

「
明
る
く
楽
し
く
無
理
を
せ
ず
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
自
然
体
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
の
音
色
は
、
癒

し
系
の
曲
が
多
く
、
幅
広
い
世
代
に
聴
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
音
色
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎週月曜日/午後７時～９時
第１、第４日曜日、第２、第３土
曜日/午後１時～４時
（いずれも中央公民館にて）

練習日時

◆クラブへの参加を希望する人や　
　出張演奏を希望される人は、上記
　の日時にお訪ねください。
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　長野県のアンテナショップ、「銀座 NAGANO」
で信州なかののPRをしてきました。PRの内容は、
旬のモモ（なつっこ・あかつき）を中心にジャガ
イモやキュウリ、信州の伝統野菜ぼたんこしょう
などの販売や信州黄金シャモの試食など。
　県外での PR 活動は初めてでしたが、新鮮な果
物や野菜はもちろん、それらを通じてたくさんの
お客様が「信州なかの」に興味を持ってくださり、
非常にうれしく思いました。
　今後も県外での PR に参加していく予定です。
多くの人に中野市の豊かな食材に興味を持っても
らい、足を運んでもらうきっかけになれるよう頑
張ってきます！

「銀座NAGANOで PR！」

１_銀座NAGANOにて、協力隊の仲間と一緒に農産物を販売。
たくさんのお客さんが来てくれました。
２_中野のモモは銀座でも人気。

中野市の色々な
魅力、県外で発信
しています！

５
今月の協力隊員　赤松 頼子 隊員
問 農政課☎︎ 22-2111（内線 250）

１
２

地域公共交通の利活用

　北陸新幹線の金沢延伸から３年が経過し、主要
都市との時間距離も短縮され、私たちの暮らしが
便利になった反面、地域では高齢化の進展や人口
減少などから、身近な交通手段確保へのニーズは
高まっている。
　暮らしを支える、買い物、通院といった日常の
生活不便は街中にも広がりつつある。こうした中
で、行政としても地域交通の維持確保に向けてこ
れまでさまざま取り組んできているが、さらに時
代の変化に合わせて創意工夫を凝らし、方策を
探っていかなければならないと思う。
　ＩＣＴの発展により、自動走行システムなど新
たな交通システムにも大いに期待するところであ
るが、一朝一夕にこうした技術革新が地域に広ま
ることはまだまだ時間のかかることであり、きめ

細かに地域ごとの課題を整理し、より利便性の高
い方策を探求するといった地道な取り組みが大切
である。
　中野市では、バス路線の維持確保のための財政
措置や、ふれあいバスなど交通手段の維持確保に
努めているが、こうした公共交通は利用していた
だいてこそ、さらに充実の機会も増すものであり、
利用促進策も考える中で、多くの市民の皆さんの
利活用をお願いしたい。
　いずれにしても変化激しい地域環境のもと、財
政状況が厳しい中、よりよい地域交通を目指して
いくことは、自治体経営において重要な課題である。
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▲ふれあいバス　市役所停留所

県外での PR予定

■横浜北仲マルシェ
　９月 15 日㈯、16 日㈰
■信州なかのフェア in 横浜
　10 月４日㈭


